
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第１５教区第２８０番青雲院 

住所：福島県いわき市好間町下好間字大舘２８２ 

 

寺院の被害 
・地震により本堂、庫裡、位牌堂が一部損壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・境内地外の住宅に居住している。 

・放射能汚染の影響がある。健康には影響がない範囲と思うが、事故前よ

りは高い。行政の除染は進んでいない。 

・放射線量の問題、檀信徒の離散、経済的問題、過疎化による檀信徒の移

住、後継者の問題等の心配を抱えている。 

檀信徒の現状 
・放射能汚染に影響により、避難を強いられている檀家があるが、居住先

はほぼ把握できている。 

地域の現状 ・交通量の増加による渋滞が発生している。 

復興の状況 

・寺院の復旧は難しいが可能だと思う。しかし、本堂の屋根など罹災の大

きい部分は修繕が終了しているが、参道等のひび割れ、ゆがみ等が多々

あり、まだまだ時間がかかりそうである。 

・経済的問題もあり、復旧完了の目途は立っていない。 

（H25.7.31現在） 

 

 


